
 

                             

■第１７回愛知県知事選挙終了 

 2 月 20 日告示、2月 6 日投票の第 17回愛

知県知事選挙は河村名古屋市長とタッグを組ん

だ大村氏が 150 万票を獲得し他の候補を退け

圧勝、戦後の公選知事として第 6 代の愛知県知

事が誕生しました。名古屋市では河村市長が前

回の最多得票をさらに上回る 66 万票で再選、

住民投票も賛成が 7割を超え、政権不党へのご

批判、政権交代でも打破出来なかった時代の閉

そく感、改革が進まない既成政党・議員・議会

への丌信感を背景に、トリプル投票の筋書き通

り、製作・監督・脚本・主演の河村陣営に大き

な民意が集まった結果となりました。 

●投票率は 52.52％ 

御園氏は50万票に届かず3

番に甘んじる厳しい結果、得票

率は県全体で 16.25％、稲沢

市では 16.41％（8,584 票、大村

氏 24,059 重徳氏 11,696 薬師寺氏

5,837 土井氏 2,146）でした。 

県の投票率は勇退された神田

知事と石田氏が激突した前回を

0.41 上回る 52.52％、稲沢市

では関心の低かった尾張部と同

様、前回の 52.07％を下回る 

48.79％でした。 

 

 

 

 

●大村秀章（おおむらひであき）氏 50歳 
1960年（昭和 35年）3月、愛知県碧南市生まれ。東大

卒後、農林水産省に入り 96 年衆議院愛知 13 区（碧南市、

刈谷市、安城市、知立市、高浜市）から出馬し比例で復活当

選して以来 5期連続当選。 
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▲就任の挨拶にプレスと共に民主党県議団控室を訪
れた大村新知事、出迎え？は 5 役ほか数人でした。 
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■新年度当初予算（一般会計・骨格） 
 先月のリポートで既報の通り平成 23年度当初予算は知事選の影響で骨格予算となるため、政

策的判断が必要な経費等は 6月補正予算以降となる見通しですが、概要が分かってきましたので

一部ご報告します。正式には 23日から始まる 2月定例議会の議案説明で明らかにされます。 

【歳入】                          （単位：億円）  

 Ｈ23 年度 Ｈ22 年度 増減 伸率 

県税 8,828 8,666 162 101.9 

地方交付税 500 500 0 100.0 

県債 3,213 3,998 ▲785 80.4 

基金の活用 900 1,609 ▲709 55.9 

その他 7,634 7,676 ▲42 99.5 

計 21,075 22,449 ▲1,374 93.9 
 
【歳出】                          （単位：億円） 

 Ｈ23 年度 Ｈ22 年度 増減 伸率 

人件費 7,216 7,178 38 100.5 

扶助費 1,748 2,008 ▲260 87.1 

公債費 3,518 3,306 212 106.4 

投資的経費 1,444 2,212 ▲768 65.3 

税交付金等 2,788 2,695 93 103.5 

その他 4,361 5,050 ▲689 86.4 

計 21,075 22,449 ▲1,374 93.9 
 

項目の※は 6 月補正での追加対応等を検討 
 

●尾張大國霊神社儺追神事（国府宮はだか祭り） 

 今年も旧正月

の 13 日に当た

る2月15日に

国府宮はだか祭

りが開催され、

前日には明治奉

賛会の皆さんに

より大鏡餅が奉

納されました。

すずきも久々に

裸男になり厄落

としを致しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

◆◆新知事のマニフェスト(抜粋)◆◆ 

・行革により減税 10％ 

・名古屋高速の 100 円引き下げ 

・セントレア 2 本目滑走路の早期整備 

・中小企業地域活性化条例の制定 

・医学部の定員増、地域枠の確保 

・県教委から市教育委員会へ権限移譲 

・県、名古屋市が合体して二重行政を排除 

(中京都構想) 

・副知事 6 人制、民間・女性も登用 

・議員定数・歳費の削減の検討 

・職員定数削減、知事給与の削減・見直し 

・東三河県庁(仮称)の設置 

・長良川河口堰の開門調査 

・木曽川水系導水路事業の見直し 

県知事選挙はご支援にも拘らず大敗                           を喫し申し訳ありませんでした。また

詳細は丌明ですが後援会の事でお騒がせし重ねてお詫び申し上げます。さて、いよいよ新知事のもとでの議会開催、単純に希望を胸に

とはいきませんが、改革推進！愛知の新時代へ向けて 未来へつづくまちづくりへ 一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

2 月 23 日 2 月愛知県議会開会 

3 月 3 日 3 月稲沢市議会開会 

4 日名古屋市議選告示 13 日投開票 

5・6 日いなざわ梅まつり 

8 日中学校卒業式 

・法人二税 1,623 億円→1,964 億円 

・自動車取得税 192 億円→151 億円 

・地方消費税 1,497 億円→1,471 億円 

・臨時財政対策債 3,000 億円→2,700 億円 

・通常の県債 908 億円→488 億円 

・減債基金取崩 1,250 億円→900 億円 

・果実運用型基金繰入運用 247 億円皆減 

・取崩型基金繰入運用 112 億円皆減 

・国庫支出金 1,970 億円→1,560 億円 

・地方法人特別贈与税 577 億円→829 億円 
 

・知事・管理職等の給与抑制を継続 

・退職手当 773 億円→747 億円 

・単県福祉医療 246 億円皆減※ 

・在宅重度障害者手当支給費 66 億円→21 億円※ 

・後期高齢者医療費負担金 411 億円→431 億円 

・介護給付費負担金 492 億円→516 億円 

・元金償還 1,626 億円→1,675 億円 

・市場公募債等満期一括償還積立 883 億円→1,044 億円 

・公共事業 1,452 億円→829 億円・県単 760→615 億円※ 

・私学助成 554 億円→44 億円※ 

・地方道路公社社会実験事業費 29 億円皆減 

挨拶される明治奉賛会山田宗廣会長 

 

 

 

 

 

 

 

地元稲島本郷で愛犬すてっぷと 

 来年(平成24年)
は 2月 4日(土) 

です！ 


